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聖
徳
大
学
な
ら
び
に
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
は
、
五
月
十
八

日（
水
）、
流
山
市
教
育
委
員
会

（
田
中
弘
美
教
育
長
）と
、
教
育

の
課
題
に
関
し
て
連
携
協
力
し
、

相
互
の
教
育
の
充
実
と
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

流
山
市
役
所
第
一
委
員
会
室

で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、本
学

か
ら
川
並
弘
純
学
長
、増
井
三
夫

副
学
長
、
辻
正
行
大
学
事
務
局

長
等
が
、
流
山
市
教
育
委
員
会

か
ら
は
田
中
弘
美
教
育
長
、大
塚

昌
浩
教
育
総
務
部
長
、宮
本
信
一

学
校
教
育
部
長
等
が
出
席
し
、

地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成

並
び
に
教
育
の
充
実
・
発
展
を

目
指
す
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
中
で
川
並
弘
純
学
長

は
、「
本
学
の
総
合
大
学
と
し
て

の
利
点
を
活
か
し
、
教
育
面
で

の
協
力
と
明
日
を
担
う
日
本
の

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
共
に

考
え
、
世
界
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。ま
た
、そ
れ
以
上
に
街
を

作
っ
て
い
く
こ
と
、
街
全
体
が

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
核

に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
も
貢
献
し

た
い
」と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

田
中
弘
美
教
育
長
は
、「
今
回
の

連
携
協
力
を
通
し
て
、
教
育
課

題
に
関
し
て
相
互
の
機
能
を
活

用
し
て
実
践
的
な
取
り
組
み
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

聖
徳
大
学
の
専
門
的
な
分
野
の

知
見
を
流
山
市
の
教
職
員
に
伝

授
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

教
育
力
の
向
上
に
繋
げ
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

四
月
十
六
日（
土
）、
本
学
川

並
香
順
記
念
講
堂
に
て
聖
徳

大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）
の
新
年
度
開
講
式

「
令
和
四
年
度
Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」を
行
い
ま
し

た
。昨
年
に
引
き
続
き
、座
席
の

間
隔
を
あ
け
る
な
ど
十
分
な
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
、
当
日
は

八
十
名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

Ｓ
Ｏ
Ａ
は
、
三
十
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。今
年
度
の
Ｓ
Ｏ
Ａ

年
間
テ
ー
マ
は"
夢
へ
の
挑
戦
"

で
す
。

　

初
め
に
、
川
並
弘
純
学
長
に

よ
る
主
催
者
代
表
挨
拶
、
長
江

曜
子
Ｓ
Ｏ
Ａ
校
長
に
よ
る
挨
拶
、

今
年
度
の
Ｓ
Ｏ
Ａ
名
誉
会
員
授

与
者
八
名
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
名
誉
会
員
と
は
、

聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
で
六
十
二
単
位（
一
単

位
:
八
十
五
分
授
業
を
十
回
受

講
）修
得
さ
れ
た
方
に「
総
合
修

了
証
」と「
Ｓ
Ｏ
Ａ
名
誉
会
員
」

の
称
号
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、

本
学
客
員
教
授
で
あ
り
、
東
京

二
〇
二
〇
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
走
幅
跳
五
位
入
賞
の
高

田
千
明
先
生
が「
ハ
ー
ド
ル
を

乗
り
越
え
て
」と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
陸
上
と
の
出
会

い
」「
結
婚
・
出
産
」「
子
育
て
と

ア
ス
リ
ー
ト
」「
パ
リ
二
〇
二
四

に
む
け
て
」と
い
う
四
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
、
恩
師
で
あ
る
本

学
大
学
院
教
職
研
究
科
太
田
裕

子
教
授
と
の
対
談
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

高
田
先
生
は
運
動
神
経
抜
群

の
子
ど
も
で
し
た
が
、
先
天
性

黄
斑
部
変
性
症
に
よ
り
徐
々
に

視
力
を
失
い
、
中
学
か
ら
盲
学

校
に
通
い
ま
し
た
。
持
ち
前
の

足
の
速
さ
を
生
か
し
て
、
高
校

時
代
は
国
体
に
も
出
場
。
社
会

人
で
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
、

二
十
一
歳
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

存
在
を
知
り
ま
し
た
。
全
盲
に

な
る
前
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
、

結
婚
、
出
産
を
通
し
て「
何
で

も
プ
ラ
ス
に
と
ら
え
、
障
が
い

を
個
性
と
し
て
考
え
、
で
き
る

人
が
カ
バ
ー
し
家
族
で
支
え
あ

う
大
切
さ
」を
実
感
し
ま

し
た
。そ
し
て「
や
ら
ず
に

後
悔
す
る
よ
り
、
挑
戦
し

て
後
悔
し
た
方
が
い
い
」

と
短
距
離
走
か
ら
走
幅
跳

へ
と
種
目
変
更
し
、パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
切
符
を

手
に
す
る
ま
で
の
、バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
半

生
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
人
生

の
道
標
を
頂
け
た
」「
障
が

い
を
持
っ
て
い

る
方
の
話
を
直

接
聞
け
る
機
会
は
少

な
い
の
で
参
加
で
き

て
良
か
っ
た
」「
競
技

に
も
生
活
に
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
高
田
さ
ん

の
話
は
大
変
力
強
く
、

こ
ち
ら
も
パ
ワ
ー
を

頂
け
た
」等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
幅
広
い
年

齢
層
が
安
心
し
て
学

び
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
講
座
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

高田千明先生

令
和
四
年
度

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■ 聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）
お問い合わせ：聖徳大学生涯学習課

TEL. 047-365-3601 https://www.seitoku.jp/soa/

　

五
月
十
日（
火
）、フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
学
・
短
大
の
一
年

生
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
企
画

力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
を
高

め
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
、チ
ー
ム
と
し
て
の

一
体
感
、
達
成
感
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、『
こ
れ
か
ら
自

分
達
が
通
う
大
学
の
あ
る
松
戸

を
調
べ
、
好
き
に
な
る
』を
テ
ー

マ
と
し
た
①「Find it new

 
M

A
T

SU
D

O

~
私
た
ち
が
通

う
街
~
」と
、『
調
べ
て
好
き
に

な
っ
た
街
を
歩
い
て
み
よ
う
』

を
テ
ー
マ
と
し
た
②「Road to 

SH
IBA

M
A

T
A

 2022

~
全
て

の
道
は
柴
又
へ
~
」の
二
つ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。学
生
た
ち
は
グ
ル
ー

プ
で
事
前
に
松
戸
周
辺
の
旧
所

名
跡
に
つ
い
て
調
べ
、
作
成
し

た
企
画
書
を
も
と
に
、
松
戸
の

街
を
散
策
し
た
後
、ゴ
ー
ル
の

江
戸
川
対
岸
、
柴
又
公
園
ま
で

を
歩
き
ま
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
揃
う
と
、

学
生
た
ち
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
自

然
に
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。各
ク

ラ
ス
五
、六
名
の
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
受
付
を
済
ま
せ
る
と
、
柴
又

を
目
指
し
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を

元
気
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。 　

途
中
、
松
戸
市
内
の「
戸
定

邸
」（
旧
徳
川
昭
武
別
邸
）、「
松

戸
神
社
」に
は
多
く
の
学
生
が

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
約
八
割

の
グ
ル
ー
プ
が
江
戸
川
を
橋
で

渡
ら
ず
に「
矢
切
の
渡
し
」の
渡

し
船
で
都
内
へ
と
渡
り
ま
し
た
。

普
段
経
験
の
な
い
乗
船
体
験
に
、

学
生
は
心
地
よ
さ
そ
う
に
五
月

の
風
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
後
の
学
生
か
ら

は
、「
調
べ
た
名
所
を
実
際
に
自

分
の
目
で
見
た
感
動
や
、
そ
こ

ま
で
歩
い
た
と
い
う
達
成
感
が

味
わ
え
た
」「
今
ま
で
話
す
機
会

が
な
か
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

会
話
が
で
き
た
」「
移
動
は
大
変

だ
っ
た
が
、
一
つ
一
つ
の
目
的

地
に
着
い
た
と
き
の
達
成
感
と
、

そ
こ
か
ら
見
た
様
々
な
景
色
に

感
動
し
た
」「
自
分
達
で
企
画
し

た
通
り
に
動
く
の
は
や
は
り
難

し
く
感
じ
た
が
、
無
事
楽
し
く

企
画
を
終
え
ら
れ
て
良
か
っ

た
」「
矢
切
の
渡
し
が
と
て
も
気

持
ち
良
か
っ
た
。
船
で
県
を
ま

た
い
だ
こ
と
に
感
動
し
た
」な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
目
標
を
達
成
し
た
よ
う
で
し

た
。

　

参
加
者
に
は
、
お
土
産
と
し

て
帝
釈
天
参
道「
髙
木
屋
老
舗
」

の
草
団
子
が
配
ら
れ
、
う
れ
し

そ
う
に
手
に
し
な
が
ら
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｄ
Ａ
Ｙ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」を
開
催

流
山
市
教
育
委
員
会
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

協定を交わす田中弘美教育長と川並弘純学長（右）
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幼稚園教員
採用数

公立学校採用
試験合格者数

保育士採用数

全国１位

22名

全国2位

99年連続年連続1515回目回目

1
名

20
名

1
名

2
名

1
名

73
名

243
名

125
名

１00
％

１00
％

養
護
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校（
専
科
）教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
・
一
括
採
用
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
合
格
者
数

公
立
保
育
士
合
格
者
数

保
育
士
就
職
者
数

幼
稚
園
教
員
就
職
者
数

大
学
教
育
系
就
職
率

短
大
教
育
系
就
職
率

  

教
育
系
就
職
者
数
３
９
５
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
３
９
５
名

  

教
育
系
就
職
者
数
１
５
１
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
１
５
１
名

2021年大学通信調べ。
幼稚園教員採用数は、

16年中15回の全国1位。

通学課程のみ。

2021年大学通信調べ。

9年連続9年連続

令
和
三
年
度　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

教
員
等

教
員
等
合
格
者

合
格
者
速
報
速
報

聖徳大学大学院
教職研究科

萩原 真美 准教授

　

令
和
三
年
十
二
月
、第
四
十
三

回
沖
縄
研
究
奨
励
賞（
公
益
財

団
法
人
沖
縄
協
会
主
催
）の
受

賞
者
が
発
表
さ
れ
、
本
学
大
学

院
教
職
研
究
科
の
萩
原
真
美
准

教
授
の
研
究
・
著
作『
占
領
下
沖

縄
の
学
校
教
育
』（
六
花
出
版
、

二
〇
二
一
年
）が
沖
縄
研
究
奨

励
賞
・
社
会
科
学
部
門
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

同
研
究
は
、
戦
後
沖
縄
の
社

会
科
成
立
過
程
を
教
育
制
度
、

教
科
書
、
教
育
課
程
な
ど
の
視

点
か
ら
分
析
し
、
そ
れ
を
通
じ

て
占
領
下
沖
縄
の
学
校
教
育
に

つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
す
。戦
後

の
沖
縄
を
方
向
づ
け
る
重
要
な

四
年
間（1945 -1949

）に
い
か

に
教
科
と
し
て
の
社
会
科
が
生

ま
れ
、
沖
縄
の
歴
史
の
授
業
を

副
読
本
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い

く
と
い
う
本
土
で
の
社
会
科
教

育
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
た

の
か
、
ま
た
そ
れ
が
沖
縄
の

人
々
の
描
く
沖
縄
の
未
来
像
と

ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

同
賞
は
、
沖
縄
の
地
域
振
興

や
学
術
振
興
に
貢
献
す
る
人
材

の
発
掘
と
育
成
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。散
逸
し
収
集
解
析
が

不
十
分
で
あ
っ
た
戦
後
初
期
の

ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
な
ど
、
膨

大
な
資
料
の
収
集
解
析
に
よ
っ

て
戦
後
沖
縄
の
社
会
科
成
立
過

程
を
明
ら
か
に
し
た
萩
原
准
教

授
の
研
究
・
著
作
は
、
沖
縄
の

戦
後
教
育
史
研
究
の
前
進
に
つ

な
が
る
重
要
な
研
究
・
著
作
で

あ
り
、
労
作
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

本
学
大
学
院
教
職
研
究
科

萩
原
真
美
准
教
授
の
研
究
・
著
作
が

沖
縄
研
究
奨
励
賞

沖
縄
協
会  

を
受
賞

  

社
会
科
学
部
門

　

四
月
一
日（
金
）、
本
学
体
育

館
に
て
、
令
和
四
年
度
聖
徳
大

学
大
学
院·

聖
徳
大
学·

聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
の
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
同

様
に
式
典
を
午
前
と
午
後
の
二

回
に
分
け
、
出
席
者
を
入
学
生

と
学
内
関
係
者
の
み
に
限
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
家
族
に
向

け
て
、Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
入
学
生
は
、
花

曇
り
も
吹
き
飛
ば
す
程
の
晴
れ

や
か
な
笑
顔
で
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に

登
校
し
ま
し
た
。

　

式
の
始
め
に
は
、
川
並
弘
純

学
長
に
よ
り
新
た
に
誕
生
し
た

教
育
学
部
の
開
設
宣
言
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
長
告
辞
に
お
い

て
、
川
並
弘
純
学
長
は「
こ
の

大
学
は
、
皆
さ
ん
の
可
能
性
を

見
つ
け
出
し
、
可
能
性
の
扉
を

開
く
と
こ
ろ
で
す
。
自
分
を
信

じ
て
、
自
分
の
力
を
信
じ
て
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
大

い
に
学
ん
で
い
た
だ
き
、
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
躍
を
心
か
ら
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」と
入
学
生
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

入
学
式
閉
式
後
は
、
各
教
室

に
移
動
し
て
ク
ラ
ス
ア
ワ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
入
学
生
は
担
任

の
教
員
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の

初
対
面
に
、
は
じ
め
は
緊
張
し

た
面
持
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
て
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

翌
日
二
日（
土
）か
ら
五
日

（
火
）に
か
け
て
は
、
所
属
の
学

部
学
科
に
分
か
れ
て
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
は
千
四
百
四
十
二
名
が

聖
徳
の
学
生
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

学長式辞

《《
瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
中
綬
章
》》（
教
育
功
労
）

聖
徳
大
学
名
誉
教
授

聖
徳
大
学
音
楽
学
部
　

　
　
　
　
　
　
客
員
教
授

徳
丸
吉
彦
様

　

四
月
二
十
九
日（
金
・
祝
）付
で
令
和
四
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、本
学
園
関
係
者
よ
り
次
の
先
生
が
受
章
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
教
職
員
一
同
、心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

聖
徳
大
学
大
学
院
・
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

聖
徳
大
学
大
学
院
・
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

令
和
四
年
度

入
学
式
を
挙
行

　

四
月
十
四
日（
木
）か
ら
二
十

日（
水
）の
昼
休
み
、
学
友
会
本

部
主
催
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス

タ
を
大
学
中
庭
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
こ
二

年
は
大
幅
に
活
動
が
制
限
さ
れ

て
き
た
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
活
動
。

今
回
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
加
え

て
、
新
入
生
を
対
象
と
し
た
新

入
部
員
の
募
集
も
行
い
ま
し
た
。 　

ダ
ン
ス
部
、バ
ト
ン
部
、フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
部
な
ど
、チ
ラ
シ
配
布
の

団
体
を
含
め
て
十
二
団
体
が
参

加
し
、
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
久
々

の
ス
テ
ー
ジ
に
心
躍
ら
せ
、
屋

外
で
昼
休
み
を
過
ご
す
多
く
の

学
生
の
前
で
、
満
面
の
笑
み
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
へ
の
新
規

加
入
に
つ
い
て
多
く
の
相
談
も

あ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
に
、
各
団
体
は
活
動
再
開

の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

「「
よ
う
こ
そ
、新
入
生

よ
う
こ
そ
、新
入
生！！
」」

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
をを
実
施
実
施
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第
八
十
九
回
学
校
法
人
東
京

聖
徳
学
園
創
立
記
念
日
式
典
を

四
月
二
十
七
日（
水
）、
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
お
い

て
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
初
め
に
本
学
園

の
創
立
者
で
あ
る
川
並
香
順
・

孝
子
両
先
生
、
お
よ
び
川
並
弘

昭
前
理
事
長
・
学
園
長
の
ご
遺

徳
を
偲
び
、
学
園
の
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を

込
め
て
、
創
立
記
念
の
法
要
な

ら
び
に
菊
水
院
釋
尼
妙
孝（
川

並
孝
子
先
生
）五
十
回
忌
法
要

が
営
ま
れ
ま
し
た
。
慶
讃
法
要

の
後
、
名
誉
教
授
称
号
授
与
や

各
種
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
、
川

並
知
子
名
誉
学
園
長
の
記
念
講

演
、
川
並
弘
純
理
事
長
・
学
園
長

の
式
辞
と
続
き
、
来
賓
の
方
々

か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
、
閉
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
学
園
の
建
学
の
精
神「
和
」

の
も
と
に
、教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
教
育
活
動
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
、

散
会
し
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
六
日（
土
）、
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
新
校

舎
建
設
の
上
棟
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

学
園
関
係
者
二
十
六
名
を
は

じ
め
設
計
お
よ
び
施
工
の
関
係

者
を
含
め
総
勢
六
十
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
三
十
分
、
参
列
者

に
よ
る
上
棟
梁
へ
の
名
入
れ
が
行

わ
れ
た
後
、
本
学
園
の
川
並
弘

純
理
事
長
、
川
並
芳
純
常
務
理

事
、
株
式
会
社
石
本
建
築
事
務

所
長
尾
昌
高
代
表
取
締
役
社
長
、

同
社
設
計
部
門
建
築
グ
ル
ー
プ

矢
作
隆
行
主
事
、
株
式
会
社
竹

中
工
務
店
車
戸
城
二
常
務
執
行

役
員
、
同
社
結
城
大
作
技
師
長

に
よ
る「
上
棟
之
儀
」が
行
わ
れ
、

無
事
に
棟
が
上
が
っ
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
と
も
に
今
後
の
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

代
表
者
挨
拶
で
川
並
弘
純
理

事
長
は
、「
昨
年
末
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
建
物
も
、
年
を
超
え
て

ふ
と
気
が
付
け
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
最
上
階
ま
で
立
ち
あ
が
り
、

い
よ
い
よ
本
格
的
に
目
に
見
え

る
作
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う

こ
と
に
非
常
に
う
れ
し
く
、ま
た

完
成
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
に

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
竣
工
ま
で
あ
と
一

年
。
学
園
創
設
九
十
周
年
を
迎

え
る
令
和
五
年
四
月
か
ら
、
新

校
舎
で
の
授
業
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。

三
田
三
田
新
キ
ャ
ン
パ
ス

新
キ
ャ
ン
パ
ス

上
棟
式

上
棟
式
をを
挙
行
挙
行

人
間
栄
養
学
部
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部  

総
合
文
化
学
科

総
合
文
化
学
科  

だ
よ
り

だ
よ
り

デ
ザ
ー
ト
入
門
Ⅰ·

Ⅱ

　

今
年
度
春
学
期
か
ら
二
年
生

を
対
象
と
し
た「
デ
ザ
ー
ト
入

門
Ⅰ
・
Ⅱ
」（
山
﨑
正
也
教
授
）の

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。フ
ー

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
以
外

の
学
生
が
履
修
で
き
る
よ
う
に
、

午
前
中
一
か
ら
二
限
で
の
実
習

授
業
と
な
っ
て
い
ま
す（
製
菓

分
野
学
生
の
実
習
は
四
コ
マ
で

行
い
ま
す
）。

　

こ
こ
で
の
メ
ニ
ュ
ー
は
焼
き

菓
子
に
加
え
て
プ
リ
ン
や
タ
ル

ト
な
ど
、カ
フ
ェ
で
お
皿
に
盛
っ

て
提
供
さ
れ
る
よ
う
な
お
菓
子

が
中
心
で
す
。
普
段
の
製
菓
実

習
で
習
わ
な
い
お
菓
子
も
あ
り
、

他
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
に
交
じ
っ

て
フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
分
野
の
学
生
も
一
緒
に
授
業

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

初
回
授
業
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

行
い
、
二
回
目
の
授
業
か
ら
い

よ
い
よ
実
習
授
業
本
番
で
す
。

型
抜
き
タ
イ
プ
と
絞
り
出
し
タ

　

四
月
二
十
八
日（
木
）松
戸
市

民
劇
場
に
て
、「
第
一
回
元
気
応

援
フ
ェ
ス
タ
ま
つ
ど
二
〇
二
二
」

が
開
催
さ
れ
、
本
学
人
間
栄
養

学
部
の
学
生
が
企
画
・
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、「
コ
ロ
ナ
に
勝
っ

て
、
元
気
を
取
り
戻
そ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
松
戸
市
在
住
の

高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
実
行
委
員
会（
市
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
医
療
職
、
専
門

職
な
ど
で
構
成
）と
松
戸
市
の

共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
戸
市
で
は
、
千
葉
大
学
等

と
共
同
で
、「
松
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
介

護
予
防
に
関
す
る
研
究
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に

イ
プ
の
二
種
類
の
ク
ッ
キ
ー
を

つ
く
り
ま
し
た
。
教
授
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
た
後
、

学
生
た
ち
も
班
ご
と
に
分
か
れ

て
生
地
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

初
回
時
に
絞
り
の
練
習
を
し
て

い
た
の
で
、
本
番
の
生
地
で
も

皆
上
手
に
絞
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
地
の
の
ば
し
方
や
絞
り
方

な
ど
の
基
本
的
な
動
作
は
、デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
行

い
ま
す
が
、
実
際
に
作
る
際
に

は
、フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
の
学
生
が
他
コ
ー
ス
の
学
生

た
ち
に
教
え
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　

よ
く「
人
に
教
え
る
と
う
ま

く
な
る
」と
言
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
相
手
に

伝
わ
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、

自
分
の
理
解
し
て
い
る
点
と
そ

う
で
は
な
い
点
な
ど
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
に
教
え

る
こ
と
も
学
び
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
タ

ル
ト
な
ど
、
生
地
の
ほ
か
に
も

カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
の
作
り

方
や
果
物
の
扱
い
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。

よ
る
活
動
自
粛
や
、
社
会
参
加

の
機
会
喪
失
を
防
ぐ
こ
と
に
よ

る
介
護
予
防
を
狙
い
、
今
回
の

フ
ェ
ス
タ
は
プ
ロ
ボ
ノ（
自
身

の
職
業
上
の
知
識
や
ス
キ
ル
を

生
か
し
て
社
会
貢
献
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）を
中
心
に
企
画
・
運

営
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
人
間
栄
養
学
部
は
、
東

葛
北
部
認
定
栄
養
ケ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
共
同
で「
食
生
活

チ
ェ
ッ
ク
」ブ
ー
ス
を
企
画
し
、

カ
ゴ
メ（
株
）の「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」

に
よ
る
推
定
野
菜
摂
取
量
の
測

定
や
、
松
戸
市
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

で
人
気
レ
シ
ピ
と
な
っ
て
い
る

学
生
考
案
レ
シ
ピ
等
を
掲
示
・

配
布
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の「
自
分
の
野

菜
摂
取
量
が
こ
ん
な
に⁉

」と

の
驚
き
の
声
に
、
学
生
が
す
か

さ
ず
フ
ォ
ロ
ー
す
る
場
面
も
あ

り
、
会
場
は
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
し
た
。
今
回
の

よ
う
な
地
域
連
携
事
業
を
通
じ

て
、
学
生
が
現
場
か
ら
学
び
、

ま
た
社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高

ま
り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
一
回

第
一
回

元
気
応
援
フ
ェ
ス
タ
ま
つ
ど

元
気
応
援
フ
ェ
ス
タ
ま
つ
ど

２
０
２
２

２
０
２
２

総
合
文
化
学
科
授
業
紹
介

絞り出しクッキーには
チョコレートを付けました

検鋲の儀

業務用オーブンの使い方を学びます 札ノ辻交差点より建設中校舎を臨む

麺棒の扱いを学びます

名入れされた上棟梁

観光コースの学生も履修しています

	

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

 

第
八
十
九
回

	

創
立
記
念
日
式
典
を
挙
行
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五
月
十
九
日（
木
）か
ら
二
十 

二
日（
日
）に
国
立
競
技
場
で
開

催
さ
れ
た
関
東
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
に
、
本
学
か

ら
二
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

こ
の
春
も
新
た
に
四
名
が
陸

上
競
技
部
に
入
部
し
、既
に
二
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

年
々
、
歳
の
差
が
広
が
る
ば

か
り
の
若
い
世
代
を
指
導
す
る

に
あ
た
り
、ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
を
大
い
に
感
じ
つ
つ

も
、新
し
い
発
見
が
あ
り
、ま
た

学
生
か
ら
の
新
し
い
学
び
を
得

る
こ
と
は
指
導
者
と
し
て
こ
の

上
な
い
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
下カ
モ
ン問
を
恥
じ
ず
」と
は
、
論

語
に
出
て
く
る
言
葉
で
身
分
や

年
齢
の
低
い
者
に
物
事
を
尋
ね

る
こ
と
を
恥
ず
か
し
い
と
か
体

裁
が
悪
い
と
思
わ
ず
、
素
直
に

　

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
と
な
っ

た
五
月
四
日（
水
・
祝
）、
日
本

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
主
催
の

「
第
四
十
九
回
新
人
演
奏
会
」が

国
際
基
督
教
大
学
礼
拝
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
日（
月
）に
日
本
ピ
ア

ノ
調
律
師
協
会
主
催
の「
第
二
十 

三
回
新
人
演
奏
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
上
野
の
杜

に
あ
る
東
京
文
化
会
館
。
東
京

都
の
開
都
五
〇
〇
年
事
業
と
し

 

こ
の
う
ち
、
三
〇
〇
〇
ｍ
障

害
の
大
西
夏
帆
さ
ん（
人
間
栄

養
学
科
四
年
）は
自
己
新
記
録

で
六
位
に
入
賞
し
、
九
月
九
日

（
金
）か
ら
十
一
日（
日
）に
京

都
・
た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
る
、
天
皇
賜
盃
第

九
十
一
回
日
本
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
会

へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
〇
〇
〇
〇
ｍ
に
出

場
し
た
渡
邉
な
ち
る
さ
ん（
人

間
栄
養
学
科
一
年
）も
、
初
出

場
な
が
ら
二
十
二
位
と
健
闘
し

ま
し
た
。

聞
く
と
い
う
姿
勢
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は
、
率
先
垂
範
を
心

掛
け
、「
下
問
を
恥
じ
ず
」九
月
末

日
開
催
の
チ
ー
ム
目
標
の
関
東

大
学
女
子
駅
伝
大
会
に
向
か
っ

て
共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
声
援
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
陸
上
競
技
部監

督　
佐
藤　
信
春
）

　

こ
の
礼
拝
堂
の
オ
ル
ガ
ン
は

一
九
七
〇（
昭
和
四
十
五
）年
の

設
置
以
来
、
多
く
の
名
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
が
新
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

を
飾
っ
た
由
緒
あ
る
楽
器
で
す
。

今
年
は
全
国
の
音
楽
大
学
を
卒

業
し
た
八
名
の
新
人
が
参
加
し
、

本
学
か
ら
は
三
月
に
演
奏
学
科

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
専
攻
を
卒
業

し
た
青
柳
圭
音
さ
ん
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

青
柳
さ
ん
は
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン

派
の
作
曲
家
、Ｊ
・
Ｇ
・
ラ
イ
ン

ベ
ル
ガ
ー
の『
ソ
ナ
タ
四
番
イ

短
調 

作
品
98
』の
第
一
、
第
三

楽
章
を
演
奏
し
ま
し
た
。
名
教

師
で
も
あ
っ
た
ラ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー

の
代
表
作
で
あ
る
一
連
の
オ
ル

て
、
一
九
六
一（
昭
和
三
十
六
）

年
四
月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
世
界
各
国
の
著
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
数
々
の
名
演

奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
音
楽
の

殿
堂
で
あ
り
、
大
学
を
卒
業
す

ガ
ン
ソ
ナ
タ
は
、
初
期
ロ
マ
ン

派
の
書
法
を
堅
持
し
た
対
位
法

的
な
作
品
で
す
が
、
青
柳
さ
ん

は
深
い
理
解
に
基
づ
く
明
確
さ

と
豊
か
な
表
現
力
で
、
楽
器
と

空
間
を
生
か
し
た
力
強
く
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
そ
れ
は

四
年
間
の
学
び
の
集
大
成
と
し

て
、
ま
た
、
輝
か
し
い
未
来
へ

の
門
出
を
祝
う
の
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
し
た
。

る
若
い
音
楽
家
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
の
舞
台
は
夢
の
ス
テ
ー
ジ
で

す
。

　

今
回
、
本
学
音
楽
学
部
か
ら

選
ば
れ
て
、
夢
舞
台
で
演
奏
し

た
の
は
、
演
奏
学
科
ピ
ア
ノ
専

修
卒
業
の
金
井
遥
さ
ん
で
し
た
。

　

演
奏
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト『
前

奏
曲
と
フ
ー
ガK

.394 K6.383a

』。

若
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
の
演
奏

会
で
は
、
い
わ
ゆ
る
派
手
な
選

曲
が
多
い
の
で
す
が
、
金
井
さ

ん
の
選
ん
だ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、

派
手
と
は
対
極
に
あ
る
繊
細
で

荘
厳
な
曲
で
、
本
領
が
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
、
万
雷
の
拍
手
を

浴
び
ま
し
た
。

　

音
楽
の
道
に
は
終
点
が
あ
り

ま
せ
ん
。
彼
女
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

へ
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む

こ
と
を
心
に
決
め
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

第
一
〇
一
回

第
一
〇
一
回  

関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

三
〇
〇
〇
ｍ
障
害

三
〇
〇
〇
ｍ
障
害
でで  

大
西
大
西  

夏
帆
夏
帆
さ
ん
が

さ
ん
が

６６
位位  

入
賞
入
賞
！！

音
楽
学
部
の
卒
業
生
が

新
人
演
奏
会
で
名
演
奏
を
披
露

日
本
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
主
催

「
第
四
十
九
回 

新
人
演
奏
会
」

一
般
社
団
法
人 

日
本
ピ
ア
ノ
調
律
師
協
会
主
催

「
第
二
十
三
回 

新
人
演
奏
会
」

 ・結果詳細は「聖徳大学陸上競技部ホームページ」
https : //www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page4

をご覧ください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（Covid-19

）感
染
の
収
束
に
は
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
治
療
薬

の
普
及
が
必
須
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
日

本
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
三
回
目
接

種
に
つ
い
て
、
五
十
代
以
下
の

若
い
方
の
接
種
が
遅
れ
て
い
ま

す
。現
在
日
本
で
流
行
し
て
い
る

オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
の
主
流
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株BA

.2

で
す
。
国

立
感
染
症
研
究
所
は
、二
〇
二
二

年
五
月
第
一
週
に
は
九
十
三
％

が
、六
月
第
一
週
に
は
一
〇
〇
％

オ
ミ
ク
ロ
ン
株BA

.2

に
置
き

換
わ
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

（
二
〇
二
二
年
四
月
十
日
発
表
）

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
大
学
の
研
究（m

edRxiv 

二
〇
二
二
年
一
月
三
十
日
オ
ン

ラ
イ
ン
）に
よ
り
ま
す
と
、オ
ミ

ク
ロ
ン
株BA

.1

、BA
.2

共
に
三

回
接
種
の
方
は
、
二
回
接
種
の

方
に
比
べ
て
、明
ら
か
に
人
か
ら

感
染
し
に
く
く
、他
の
人
に
も
う

つ
し
に
く
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ま
た
、BA

.2

は
、BA

.1

に
比
べ

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
人
か
ら

感
染
し
や
す
い
と
い
う
結
果
で

し
た
。従
っ
て
、BA

.2

は
、ワ
ク
チ

ン（
免
疫
）を
逃
避
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、

他
の
人
へ
の
感
染
は
、
少
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

 

つ
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス（Covid-19

）予
防
ワ
ク
チ

ン
第
六
波
の
感
染
収
束
と
来
る

べ
き
第
七
波
の
感
染
拡
大
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
三
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
極
め
て
大
切

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
五
歳
か
ら
十
二
歳
未
満

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
ぜ
ひ
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。（
所
長　
宮
川　
三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（C

o
v
id
-19

）

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
加
速
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

令和4年度　香和会　行事予定表 

支部パーティー　日程予定一覧

第55回 香和会総会 日程 9月18日（日） 場所  聖徳大学

北陸・上信越支部
日程 9月4日（日）13：00〜15：00

場所  新潟市　万代シルバーホテル

九州・沖縄支部
日程 10月8日（土）

場所  那覇市　ホテルストレータ那覇

北海道・東北支部
日程 11月5日（土）11：30〜13：30

場所  ホテルメトロポリタン盛岡

近畿・中国・四国支部
日程 12月10日（土）12：00〜14：00

（11：30～受付）
場所  大阪市　ホテル阪急インターナショナル

甲州・中部・東海支部
日程 9月25日（日）

場所  富士市　未定

北関東支部
日程 10月30日（日）14：00〜16：00

場所  さいたま市　ワイズダイニング大宮

南関東支部
日程 12月4日（日）13：30〜15：30

場所  聖徳大学

〈お問い合わせ〉  聖徳大学 香和会
TEL/FAX：047-366- 5084

E-ma i l：kouwakai@wa.seitoku.ac.jp

入
学
の
娘こ

ら
を迎え

て
歳
刻
み

わ
れ
誓
い
し
は下か

も
ん問
を
恥
じ
ず 

◯41

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

左：大西さん　  　右：渡邉さん

左から和田仁兼任講師、 金井遥さん、 森島英子教授

左から趙三川さん（本学大学院博士後期課程）、
青柳圭音さん、 松居直美教授

時節柄、 中止や変更があります。HPでご確認ください。 www. seitoku-kouwakai.com
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

令
和
四
年
四
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、
お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

●
聖
和
会
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

河
野　

傑

様

●
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

二
、四
九
一
、九
四
〇
円

　

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

　
　

中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会　

様

（
一
四
、六
七
一
、九
一
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子
様

（
二
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

教
職
員
一
同　

様

（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
、〇
〇
〇
円

　

金
子　

清
美

様
（
八
七
、〇
〇
〇
円
）

　

上
坂　

真
奈
美
様

（
五
五
、〇
〇
〇
円
）

　

小
林　

真
樹
子
様

（
四
六
、〇
〇
〇
円
）

　

南
地　

礼
智

様
（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
四
二
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
希
望
者
合
計

　

い
つ
も
募
金
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
銀
行
や
郵
便
局
の
窓
口
に

行
か
ず
、寄
付
の
払
込
み
を
す

る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、こ
の
度
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る

ご
寄
付
の
受
付
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ（Pay-easy

）

に
よ
る
払
込
み
方
法
が
、新
た

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ご
寄
付
の
ご
案

内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
お
申
込
み
・

払
込
み
方
法
」よ
り
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、従
来
の
銀
行
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
窓
口
で
の
払
込
み
方

法
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
も『
募
金
だ
よ
り
』や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、ご
寄
付

に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募
金
だ
よ
り

●
香
和
会
関
係

三
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子　

様
（
一
九
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

●

合
計

一
件

三
、〇
〇
〇
円

●

累
計

四
一
件

三
五
、〇
九
五
、五
〇
〇
円

●

合
計

一
一
件

二
、五
九
五
、九
四
〇
円

●

累
計

五
四
八
件
一
六
六
、七
〇
五
、七
五
一
円

　

四
月
九
日（
土
）に
、「
聖
徳
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
」を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
で
十
五
回
目

を
迎
え
る
こ
の
行
事
は
、「
聖
徳

教
育
Ⅰ
」の
一
つ
と
し
て
行
わ

れ
、
新
入
生
と
上
級
生
が
親
睦

を
深
め
る
こ
と
、
学
生
が
卒
業

ま
で
の
学
習
の
見
通
し
を
持
ち
、

学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
目
指
す
保

育
者
像
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
は
こ
こ
二
年
間
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
の
た

め
放
送
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
教
室
に
全
学
年
が
集
ま

っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
川
並
順
校
長
よ
り
、
学
生
生

活
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
他
、
履

修
科
目
の
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

　

四
月
九
日（
土
）、
光
英
Ⅴ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
第
二
回
入

学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
規
模

を
縮
小
し
た
う
え
、
中
学
校
と

高
等
学
校
の
入
学
式
を
分
け
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
百
三
十
七
名
は
真
新

し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
葉
の

緑
が
目
立
ち
始
め
た
桜
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
新
し
い
学
校
生
活

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

入
学
を
許
可
さ
れ
た
新
入
生
は
、

川
並
弘
純
学
園
長
の
告
辞
、
来

賓
か
ら
の
祝
辞
を
受
け
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
大
き

な
期
待
を
感
じ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
中
学
校

の
入
学
式
に
つ
づ
き
、
午
後
は

光
英
Ⅴ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等
学

校
第
二
回
入
学
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。

ム
を
理
解
す
る
こ
と
で
自
己
の

学
習
課
題
を
整
理
す
る
大
切
さ

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
園
長
告
辞
で
の
、「
知
識
に

好
き
嫌
い
は
い
ら
な
い
。
広
い

視
野
で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
大

切
」と
い
う
言
葉
、
校
長
が
式

辞
で
述
べ
た「
生
徒
の
、
生
徒

に
よ
る
、生
徒
の
た
め
の
学
校
」

　

新
入
生
百
二
十
五
名
が
入
学

を
許
可
さ
れ
、
高
校
生
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

校
長
が
式
辞
で
述
べ
た
、「
生
徒

の
、
生
徒
に
よ
る
、
生
徒
の
た

め
の
学
校
」と
い
う
言
葉

を
実
践
し
、
生
徒
が
中
心

と
な
り
有
意
義
な
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
教
員

一
同
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

　

四
年
生（
新
高
校
一
年

生
）の
学
年
目
標
は
、「
３

Ｃ
力
の
向
上
」（
竜
の
よ
う

に
舞
い
上
が
る
↓
向
上
）

と
し
ま
し
た
。
こ
の
３
Ｃ

と
は
、
Ｃ
１「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン（
会
話
力
）」、

Ｃ
２「
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー

（
継
続
力
）」、
Ｃ
３「
コ
ン

セ
ン
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
集

中
力
）」を
意
味
し
ま
す
。

　

前
半
は
、
新
入
生
と
上
級
生

に
分
か
れ
別
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
、

学
習
シ
ー
ト
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
学
習
を
進
め
て

い
く
上
で
必
要
な
情
報
を
得
ま

し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
受

「
挨
拶
は
心
を
開
く
魔
法
の
言

葉
」「
心
は
一
人
で
は
磨
け
な
い
」

「
形
に
残
る
学
習
を
し
よ
う
」

「
汗
し
て
身
体
を
鍛
え
ま
す
」を

胸
に
刻
み
、
生
徒
た
ち
は「
問

い
を
持
つ
学
び
」の
実
践
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

学
年
目
標
は「Belief

」で
す
。

生
徒
た
ち
が
自
分
自
身
と
周
囲

を
信
じ
、
本
校
で
夢
の
実
現
に

向
け
、
充
実
し
た
学
園
生
活
が

送
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
三
年
後
の
進
路
を
見

据
え
、「
英
語
力
の
向
上
を
目
指

す
」を
生
徒
と
共
に
教
員
も
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

講
法
で
は
、パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
、

課
題
確
認
や
提
出
方
法
、ト
ラ

ブ
ル
対
応
な
ど
、Moodle

編
と

Team
s

編
で
の
使
用
法
を
学
び

ま
し
た
。

　

上
級
生
は
、
各
自
が
卒
業
ま

で
の
課
題
を
明
確
に
す
る
一
方
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
行
い
ま
し

た
。「
在
校
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、
社
会

人
五
年
目
で
、
現
在
港
区
の
公

立
保
育
所
に
勤
務
す
る
卒
業
生

を
招
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
保
育
現
場
の
イ
メ

ー
ジ
を
豊
か
に
し
、
就
職
ま
で

の
道
の
り
や
保
育
の
魅
力
、
や

り
が
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
一
部
生
と
二
部
生
に

分
か
れ
て
異
学
年
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
上
級
生
に
よ
る
ミ

ニ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

『
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
』

『
さ
ん
ぽ
』等
、
保
育
の
場
で
弾

き
歌
い
が
で
き
る
曲
が
披
露
さ

れ
、
学
生
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ

る
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
と
て
も
刺
激
を
う
け
ま
し
た
。

現
場
で
子
ど
も
た
ち
の
前
で
弾

け
る
よ
う
に
、
ま
た
来
年
は
私

も
新
入
生
の
前
で
披
露
で
き
る

よ
う
も
っ
と
練
習
し
ま
す
」と

新
入
生
か
ら
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
上
級
生
の
熱
心
に
取
り
組

む
姿
に
、
今
後
の
学
習
へ
の
意

欲
が
高
ま
っ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
聖
徳
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
デ
イ
は
、
上
級

生
に
は
行
事
を
企
画
・
実

行
す
る
大
変
さ
や
楽
し

さ
を
知
る
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

委
員
の
学
生
は
、
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
入
学
式
、
聖
徳

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

ま
で
の
期
間
中
、
新
入

生
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
、

委
員
解
散
式
で
は
充
実

感
で
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

中
学
校

第
二
回  
入
学
式

高
等
学
校

第
二
回  

入
学
式

寄付のご案内HP
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校
庭
の
藤
の
花

が
満
開
を
迎
え
た

四
月
十
一
日（
月
）、

第
三
十
七
回
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
、

八
十
五
名
の
一
年

生
が
聖
徳
の
子
に

仲
間
入
り
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
今
年
度
も

参
加
者
を
各
家
庭
二
名
に
制
限

し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
新
生
活
へ
の
期

待
に
わ
く
わ
く
し
た
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

入
学
式
の
翌
日
か
ら
は
、
小
学

校
で
の
過
ご
し
方
を
学
ん
だ
後
、

国
語
や
算
数
の
授
業
が
始
ま
る

　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
む
今
、
教
育
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

校
で
はiPad

を
導
入
し
て
お
り
、

体
育
館
を
含
む
全
教
室
にW

i-Fi

　

四
月
十
日（
日
）に
入
学
し
た

普
通
科
五
十
一
名
、
音
楽
科
十
名

の
高
校
一
年
生
は
、
四
月
十
四
日

（
木
）か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
、

筑
波
山
京
成
ホ
テ
ル
で
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
毎
年
、
入
学
後
す
ぐ

に
開
催
し
て
お
り
、
将
来
の
目
標

実
現
の
た
め
に
探
究
す
る
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
ど
、
一
年
生
と
し
て
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
当
初
は

緊
張
し
た
表
情
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
学
校

生
活
に
少
し
ず
つ
慣
れ

て
き
て
、
朝
元
気
に
挨

拶
を
し
、
授
業
中
も
手

を
挙
げ
て
発
言
す
る
な

ど
生
き
生
き
と
し
た
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
日（
水
）は
、

初
め
て
の
授
業
参
観
が
あ
り
ま
し

た
。一
年
一
組
の
国
語「
い
い
て

ん
き
」で
は
、
教
科
書
の
挿
絵
の

中
か
ら
見
つ
け
た
事
物
を
発
表

し
ま
し
た
。
二
組
の
算
数「
お
な

じ
か
ず
の
な
か
ま
を
さ
が
そ
う
」

で
は
、
挿
絵
か
ら
動
物
の
種
類
や

道
具
の
個
数
を
仲
間
分
け
し
て

を
整
備
し
、
学
習
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

六
年
生
の
算
数「
対
称
な
図

形
」の
単
元
で
は
、
線
対
称
・
点
対

称
な
図
形
の
性
質
を
学
習
し
た

後「
校
舎
の
中
の
線
対
称
・
点
対

称
を
三
つ
ず
つ
探
そ
う
」と
い
う

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
児
童

はiPad

を
持
っ
て
校
舎
内
を
回

り
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」

な
ど
慣
れ
親
し
ん
だ
校
舎
に
新

た
な
発
見
を
し
な
が
ら
、
各
々
写

真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。iPad

の
使
用
に
よ
り
学
習
が
深
め
ら

れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
家
で
も
線

対
称
・
点
対
称
を
探
し
て
み
た
と

い
う
児
童
が
大
勢
お
り
、
学
習
内

容
の
日
常
生
活
と
の
つ
な
が
り

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
音
楽
の
授
業
で
は
、

「GarageBand

」と
い
う
ソ
フ

ト
を
活
用
し
て
い
ま
す
。『
星
空

は
い
つ
も
』と
い
う
曲
の
一
部
と

二
部
を
そ
れ
ぞ
れ
聴
い
て
個
人

練
習
を
し
た
り
、
楽
器
を
組
み
合

わ
せ
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
考
え
、
工

夫
し
て
曲
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、

児
童
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
合

わ
せ
た
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
もiPad

は
、
調
べ
学
習

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
、
そ
し

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
多

様
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
科
書
、ノ
ー
ト
、
鉛
筆
等

の
従
来
の
学
習
ツ
ー
ル
にiPad

が
加
わ
り
、
学
習
の
幅
が
大
き
く

広
が
り
ま
し
た
。
今
後
もiPad

を
活
用
し
児
童
の
深
い
学
び
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

受
講
内
容
は
、
湯
澤
義
文
校
長

に
よ
る「
聖
徳
学
園
の
人
間
教
育
」

の
講
話
に
始
ま
り
、構
成
的
グ
ル
ー

プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
）、

取
手
聖
徳
の
生
徒
指
導
、
そ
し
て
、

今
年
度
か
ら
各
高
校
に
導
入
さ

れ
る「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

（
本
校
で
は「
聖
徳
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」）で
取
り
組
む
探
究
活
動
な
ど
、

計
十
二
時
間
半
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
連
日
雨
天
に
見
舞

わ
れ
、
筑
波
山
か
ら
の
眺
望
に
は

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、Ｓ
Ｇ
Ｅ

や
探
究
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た

ち
は
人
間
関
係
構
築
の
た
め
の

対
話
の
基
本
を
学
び
、
課
題
解
決

に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て
取

り
組
む
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
学
校

生
活
に
向
け
て
自
信
を
持
っ
て

取
り
組
む
準
備
が
整
い
、
幕
が
切

ら
れ
た
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

数
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
三
組
の

算
数「
た
り
る
か
な
」で
は
、
線
で

つ
な
ぐ
こ
と
で
数
の
比
較
が
し

や
す
い
こ
と
を
知
り
、
問
題
を
解

き
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
頑
張
る
様
子
を
保
護
者
に
見

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

本
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
集
団

生
活
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
良
さ

を
十
分
に
発
揮
し
、
楽
し
く
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

本
園
で
は
、
新
学
期
が
始
ま
り

園
生
活
に
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
に

給
食
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

四
月
十
八
日（
月
）よ
り
開
始
し
、

二
十
一
日（
木
）に
は
分
散
登
園

で
別
々
に
食
事
を
し
て
い
た
桜

組（
年
少
組
）も
全
園
児
揃
っ
て

の
給
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

進
級
し
た
梅
組（
年
中
組
）・
松

組（
年
長
組
）の
中
に
も
、
苦
手
な

食
材
が
あ
り
給
食
に
不
安
を
持

つ
子
ど
も
が
い
ま
す
。
し
か
し
環

境
が
変
わ
り
、
新
し
い
ク
ラ
ス
や

友
達
の
中
で
食
べ
る
こ
と
で
自

信
が
つ
き
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
み
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

の
食
事
様
式
も
定
着
し
、
食
べ
る

時
は「
黙
食
」を
守
っ
て
も
り
も

り
食
べ
て
い
ま
す
。

　

桜
組（
年
少
児
）に
と
っ
て
、
給

食
は
初
め
て
の
経
験
で
す
が
、
給

食
前
に
な
る
と「
お
な
か
す
い
た

ね
」「
給
食
美
味
し
そ
う
だ
ね
」と

楽
し
み
な
よ
う
で
す
。
入
園
当
初

は
子
ど
も
に
よ
っ
て
食
べ
る
量

に
差
が
あ
り
、
ま
た
好
ま
な
い
食

材
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
一
口
で
も
食
べ
る
こ
と

か
ら
慣
ら
し
て
い
き
、
少
し
ず
つ

食
べ
る
量
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

本
園
の
給
食
は
献
立
に
も
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
旬
の
食
材
を

取
り
入
れ
た
り
、
行
事
に
ち
な
ん

だ
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
栄
養

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が

基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
一
定

の
食
品
に
偏
ら
ず
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
食
品
を
ま
ん
べ
ん
な
く

食
べ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
と
る
た
め
に
、
幼
稚
園
給
食
で

は
そ
の
う
ち
の
十
五
品
目
を
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
献
立
を

考
え
て
い
ま
す
。

給
食
が
始
ま
り
ま
し
た

～
幼
稚
園
の
給
食
は
ど
ん
な
も
の
？
～

　

今
年
度
も
子
ど
も
た
ち
の
大
好

き
な
給
食
が
四
月
十
八
日（
月
）

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
園
で
は
幼
児
の
発

育
を
助
長
す
る
栄
養
と

健
康
の
両
面
を
考
え
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

完
全
給
食
制（
水
曜
日

除
く
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

給
食
は
専
任
の
栄
養
士

が
園
児
た
ち
の
成
長
を

第
一
に
考
え
、栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
調
理
も
自
園

で
行
い
、園
児
た
ち
が

お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、朝
登
園
し
て
く

る
と「
今
日
の
給
食
は
何
か
な
？
」

と
玄
関
に
あ
る
献
立
表
を
見
て
、

朝
か
ら
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
新
入

園
児
の
中
に
は
見
た
目
の
印
象

で「
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
な
い
」と

い
う
子
ど
も
も
い
ま
す
が「
一
口

食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
ね
」と
先
生

に
促
さ
れ
口
に
し
て
み
る
と
、「
お

い
し
い
！
」「
食
べ
ら
れ
た
よ
！
」

と
喜
び
の
表
情
に
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
様
子
を
保
護
者
の
方
に

お
話
し
す
る
と「
家
で
は
食
べ
な

い
野
菜
な
の
に
食
べ
た
な
ん
て

す
ご
い
で
す
」と
驚
か
れ
た
り
喜

ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
進
級
し
て
年
中
組
、年
長
組
に

な
る
と
、園
児
た
ち
は
食
欲
旺
盛

に
な
り
、大
好
き
な
給
食
を
い
つ

も
お
か
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
を
し
な
が
ら

の
給
食
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な

と
食
べ
る
楽
し
さ
を
感
じ
、「
食

育
」の
場
と
し
て
食
事
の
マ
ナ
ー

や
正
し
い
箸
づ
か
い
が
身
に
つ

く
よ
う
に
心
が
け
、給
食
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

大
好
き
な
給
食

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

三
月
二
十
五
日（
金
）、
牛
久
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル
に
て
、
第
三
十
三
回
吹
奏

楽
部
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
、
入
場
者
数
制
限
の

た
め
、ネ
ッ
ト
で
の
予
約
制
と
し
、

動
画
配
信
サ
イ
ト
か
ら
ラ
イ
ブ

配
信
す
る
な
ど
、
感
染
症
対
策
を

採
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
フ
ァ
ン

歴
の
長
い
一
般
市
民

の
方
々
か
ら
の
電
話

申
込
み
も
あ
り
ま
し

た
。

　

当
演
奏
会
で
は
、

制
服
姿
で
演
奏
す
る

第
一
部
に
続
き
、
盛

り
上
が
る
の
は
や
は

り
、
第
二
部
で
す
。

生
徒
が
軽
妙
な
ト
ー

ク
で
進
行
す
る
中
、

踊
り
も
交
え
て
広
く

親
し
ま
れ
る
楽
曲
が

連
続
し
ま
す
。
坂
本

九
の
楽
曲
メ
ド
レ
ー

や
、『
め
組
の
ひ
と
』『
マ
ツ
ケ
ン
サ

ン
バ
』な
ど
の
曲
目
に
会
場
は
沸

き
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
入
学
予
定
の

十
四
名
の
中
学
三
年
生
も
緊
張

し
た
面
持
ち
で
演
奏
に
加
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
普
通

科
に
お
い
て
も
最
大
十
二
単
位

の
吹
奏
楽
専
門
の
選
択
科
目
が

履
修
で
き
る
た
め
、
吹
奏
楽
推
薦

入
試
に
合
格
し
て
入
学
す
る
生

徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
涙
を
誘
う
卒
業
生
の
紹

介
を
最
後
に
、
拍
手
喝
采
の
中
、

演
奏
会
は
閉
幕
。ラ
イ
ブ
配
信
の

視
聴
状
況
は
、
昨
年
を
大
き
く
上

回
り
、一
四
〇
〇
回
を
超
え
ま
し
た
。

　

顧
問
の
小
塚
功
教
諭
は「
皆
さ

ま
か
ら
の
拍
手
や
、
激
励
の
言
葉

こ
そ
私
た
ち
に
と
っ
て
宝
物
。
取

手
聖
徳
女
子
で
し
か
奏
で
る
こ

と
の
で
き
な
い
音
色
を
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
追
求
し
て
い
き
た

い
」と
来
春
に
向
け
て
の
展
望
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部　
第
三
十
三
回 

定
期
演
奏
会

第
三
十
七
回 

入
学
式

iP
a

d

で「
深
い
学
び
」

第
四
十
期
入
学
生
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ

（
セ
イ
ト
ク
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
）

～4月22日の献立～
桜飯（静岡県のご当地メニュー）、
鮭の塩麴焼き、きつねサラダ、
うどん汁、ぶどうゼリー
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メ
ニ
ュ
ー
は
、リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー

ス
、オ
レ
ン
ジ
ゼ
リ
ー
で
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
る
前
に
排
泄
を

済
ま
せ
、
し
っ
か
り
と
手
を
洗

い
、
自
分
の
椅
子
を
持
っ
て
き

て
、
静
か
に
座
っ
て
待
つ
こ
と

を
園
児
に
伝
え
ま
す
。
年
齢
の

低
い
学
年
で
は
、
一
人
ひ
と
り

に
教
師
が
関
わ
り
な
が
ら
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
幼
稚

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

な
ら
し
給
食

親
子
交
流
会

　

本
園
の
一
つ
の
特
長
に「
給

食
」が
あ
り
ま
す
。
園
内
の
給

食
室
で
作
る
自
園
調
理
の
給
食

で
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
も
好

評
で
す
。
本
園
の
教
育
の
一
つ

と
し
て「
食
育
」を
掲
げ
、
食
事

の
マ
ナ
ー
や
偏
食
改
善
等
、
給

食
を
通
し
て
園
児
の
成
長
を
促

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
四
月
の
最
終
週

か
ら
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。た

だ
、い
き
な
り
通
常
の
メ
ニ
ュ
ー

で
は
始
め
ず
に
、二
日
間
の「
な

ら
し
給
食
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
給
食
の
雰
囲
気
を
感
じ
、

食
べ
る
た
め
の
準
備
や
片
づ
け

な
ど
に
慣
れ
る
こ
と
が
目
的
で
、

お
や
つ
程
度
の
も
の
を
食
べ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。今
年
度
の

　

新
年
度
が
始
ま
り
約
一
カ
月

が
経
ち
、
幼
稚
園
に
は
毎
日
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い

て
い
ま
す
。
給
食
も
始
ま
り
、

新
入
園
児
も
一
日
の
流
れ
を
理

解
し
始
め
、
園
生
活
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
が
子
が
初
め
て
自
分
か
ら

離
れ
る
保
護
者
に
と
っ
て
、
幼

稚
園
で
過
ご
す
数
時
間
は
何
十

時
間
に
も
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、

四
月
二
十
一
日（
木
）に「
親
子

交
流
会
」を
行
い
、
担
任
か
ら

日
頃
の
園
生
活
の
様
子
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
自

己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
く
等
の

交
流
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
を
取
り
な
が
ら
の
行
事
運

営
は
、
近
頃
で
は
当
た
り
前
と

園
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

む
」と
い
う
簡
単
な

事
で
も
、
新
入
園
児

に
と
っ
て
は
初
め
て

の
経
験
で
あ
り
、
そ

の
指
導
は
か
な
り
時

間
を
要
し
ま
す
。
特

に
今
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
黙
食
が
基

本
と
な
る
た
め
、
楽

し
い
食
事
と
安
全
を

考
え
実
施
し
ま
し
た
。

な
ら
し
給
食
終
了
後
、

「
お
い
し
か
っ
た
」「
明
日
も
給

食
あ
る
？
」と
、
今
後
の
給
食

に
期
待
す
る
園
児
の
声
も
あ
り
、

友
達
と
一
緒
に
食
べ
る
喜
び
を

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
黙
食
と

な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
が
食
に

対
し
て
興
味
を
も
ち
、
給
食
を

通
し
て
学
び
育
つ
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
学

年
ご
と
に
時
間
を
ず
ら
し
、
広

い
遊
戯
室
に
間
隔
を
あ
け
て
集

ま
り
ま
し
た
。

　

担
任
か
ら
の
説
明
で
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
事
は
自
分
で

し
て
い
る
こ
と
や
、
年
長
児
で

は
自
覚
が
芽
生
え
、
小
さ
な
お

友
達
を
保
育
室
へ
連
れ
て
行
く

こ
と
を
紹
介
す
る
と
、
保
護
者

の
方
々
は
う
れ
し
そ
う
な
様
子

で
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

自
己
紹
介
で
は
、
恥
ず
か
し
が

り
な
が
ら
も
我
が
子
の
様
子
を

一
所
懸
命
に
話
さ
れ
、
そ
れ
を

聞
い
て
、「
う
ち
も
同
じ
」と
う

な
ず
き
、ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見

せ
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

園
児
達
が
日
ご
ろ
歌
っ
て
い
る

歌
を
披
露
す
る
と
、
さ
ら
に
顔

が
に
こ
や
か
に
な
り
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
、
親
子
交
流
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
な
か
な

か
保
護
者
同
士
の
交
流
が
持
て

な
い
中
、
今
回
の
親
子
交
流
会

で
の
皆
さ
ん
の
満
足
そ
う
な
表

情
を
目
に
し
、
改
め
て
対
面
に

よ
る
機
会
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

　
「
こ
れ
は
変
形
す
る
コ
マ
だ

よ
」「
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
付
け
替

え
て
進
化
さ
せ
よ
う
」「
こ
の
車

は
羽
が
つ
い
て
い
る
よ
。
低
空

飛
行
で
き
る
ん
だ
」

　

ク
ラ
ス
内
や
親
子
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
親
子

親
睦
会
が
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
子
ど
も
た
ち

は
、「
今
日
は
お
母
さ
ん
来
る

よ
」「
早
く
遊
び
た
い
！
」と
幼

稚
園
で
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
親
睦

を
図
る
と
い
っ
て
も
、コ
ロ
ナ

禍
で
は
他
の
方
と
触
れ
合
う
遊

び
は
避
け
た
い
た
め
、今
回
は

各
ク
ラ
ス
で
テ
ー
マ
を
決
め
、

自
己
紹
介
を
兼
ね
た
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
し
て
親
子
で
遊
び
ま

し
た
。

　

桜
組（
年
少
組
）は「
果
物
」、

梅
組（
年
中
組
）は「
動
物
」、松

組（
年
長
組
）は「
担
任
の
先
生

の
好
き
な
も
の
」を
テ
ー
マ
に

　

こ
れ
は
年
長
児
松
組
の
子
ど

も
た
ち
が
、さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ロ
ッ

ク
を
組
み
合
わ
せ
て
遊
ん
で
い

る
最
中
に
飛
び
交
っ
た
言
葉
で

す
。
自
分
の
手
で
作
り
生
み
出

し
た
作
品
を
伝
え
よ
う
と
一
所

懸
命
で
す
。

　

そ
し
て
完
成
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

の
コ
マ
を
、「
よ
ー
い
、ゴ
ー
！
」

の
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
回
し
て
対
戦

を
し
ま
す
。
こ
の

勝
負
は
最
後
ま
で

回
り
続
け
た
コ
マ

が
勝
ち
。
負
け
て

し
ま
っ
た
ら「
こ
れ

は
ダ
メ
。
ピ
ン
と
こ

な
い
」と
パ
ー
ツ
を

組
み
直
し
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
も
っ
と

良
く
回
る
よ
う
に

な
る
か
を
考
え
、同

じ
型
の
パ
ー
ツ
を

対
称
に
組
み
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

「
何
に
す
る
？
」「
〇
〇
が
い
い

な
」「
ほ
か
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か
な
？
」「
先
生
の
好
き
な

も
の
っ
て
何
だ
ろ
う
」と
親
子

で
一
緒
に
考
え
て
ビ
ン
ゴ
の
紙

に
書
い
て
い
き
ま
し
た
。
松
組

に
な
る
と
自
分
で
文
字
を
書
い

子
ど
も
の「
勝
ち
た
い
」「
や
り

た
い
」と
い
う
思
い
は
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
友
達
の
作

品
を
見
て「
い
い
な
」と
感
じ
た

作
り
方
を
真
似
し
た
り
、作
り

方
を
聞
い
た
り
す
る
子
ど
も
も

い
ま
す
。ク
ル
マ
を
作
る
時
に
も
、

パ
ー
ツ
を
加
え
る
こ
と
で
形
が

変
わ
っ
た
マ
イ
カ
ー
を
友
達
同

士
で
見
せ
合
い
ア
ピ
ー
ル
合
戦

が
始
ま
り
ま
す
。

　

進
級
し
て
二
週
間
が
た
ち
、

好
き
な
遊
び
を
介
し
て
友
達
同

士
、会
話
が
弾
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
遊
び
の
中
で
芽
生
え

育
つ
感
性
や
感
覚
。
子
ど
も
た

ち
が
今
ま
で
の
経
験
で
得
た
知

識
や
言
葉
を
、自
分
な
り
の
表

現
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

友
達
と
一
緒
だ
か
ら
気
付
く
こ

と
、学
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
が
幼

稚
園
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
互

い
を
認
め
合
え
る
楽
し
い
幼
稚

園
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

た
り
、周
り
に
聞
こ
え

な
い
よ
う
に
お
母
さ
ん

と
小
さ
な
声
で
相
談
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま

し
た
。

　

先
生
か
ら
の
答
え
を

聞
い
て
、自
分
が
書
い

た
も
の
が
言
わ
れ
る
と

「
や
っ
た
！
」「
揃
っ
た

よ
！
」と
親
子
で
一
緒

に
喜
ん
だ
り「
や
っ
ぱ

り
こ
っ
ち
だ
っ
た
か
」

「
こ
っ
ち
に
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
な
」と
少

し
悔
し
そ
う
に
す
る
子

ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

親
子
で
一
緒
に
考
え
、一
緒
に

喜
び
合
う
姿
は
と
て
も
微
笑
ま

し
い
光
景
で
し
た
。

　

十
五
分
程
度
の
短
い
ひ
と
と

き
で
し
た
が
、新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
時
期
に
ク
ラ
ス
の

様
子
や
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た

だ
け
た
親
睦
会
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
自
慢

～
ブ
ロ
ッ
ク
あ
そ
び
～

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
О
Ｋ
Ｕ

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

～
園
庭
開
放
日
～

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

令
和
四
年
度
第
一
回
目
の

「
園
庭
開
放
」を
四
月
二
十
三
日

（
土
）に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
域
に
開
か
れ
た
幼
稚
園
と
し

て
、
子
育
て
支
援
の
一
環
で
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
こ
こ
数
年
、
実
施

を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

感
染
対
策
を
き
ち
ん
と
行
い
、

実
施
回
数
の
分
散
や
、
時
間
の

短
縮
な
ど
、
安
心
、
安
全
に
で

き
る
方
法
を
考
え
、
三
年
ぶ
り

に
再
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
五
組
の
未
就
園
児

と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
す
る
幼
児
と
保
護
者
、
ご

家
族
の
方
に
は
、
二
週
間
前
か

ら
健
康
観
察
、
検
温
を
し
て
い

た
だ
き
、
当
日
は
保
護
者
へ
不

織
布
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
実
施
に
は
万
全
を

期
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に『
お
は
よ
う
の
歌
』

『
こ
い
の
ぼ
り
』の
歌
や『
お
も

ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
』の
手
遊

び
を
し
ま
し
た
。
幼
児
た
ち
は
、

保
護
者
と
一
緒
に
笑
顔
で
手
遊

び
に
参
加
し
、
先
生
の
手
の
動

き
を
ま
ね
、
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
う
れ
し
そ
う
に
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
続
い
て
絵
本
を
見

た
後
は
、
こ
ど
も
の
日
に
向
け

て「
こ
い
の
ぼ
り
」「
か
ぶ
と
」の

製
作
を
し
ま
し
た
。シ
ー
ル
を

貼
っ
た
り
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

顔
を
描
い
て
出
来
上
が
り
で
す
。

か
ぶ
と
を
か
ぶ
り
、
こ
い
の
ぼ

り
を
持
っ
て
、
園
庭
に
泳
い
で

い
る
大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
の
下

で
笑
顔
で
写
真
撮
影
を
し
ま
し

た
。
園
庭
で
は
サ
ー
キ
ッ
ト
や

園
庭
遊
具
で
楽
し
く
遊
び
、
最

後
に
園
バ
ス
の
見
学
を
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
五
十
分
間
の「
園

庭
開
放
」は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は

「
ま
だ
帰
ら
な
い
」「
も
っ
と
遊

ぶ
」と
泣
い
て
い
る
幼
児
も
お

り
、
久
し
ぶ
り
の
実
施
で
し
た

が
う
れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
感
染
対
策
を
徹
底

し
、
楽
し
い
園
庭
開
放
に
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

新
し
い
ク
ラ
ス
で
の

親
子
親
睦
会



第120号 （8）令和4年6月1日（水）

学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

22.6.1 ret（14,0）

〒108 -0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第120号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声読者の声
セイトクセイトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら安心安心

派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

中
学
校

高
等
学
校

中学校・高等学校

学校説明会	兼	吹奏楽コース説明会

学校説明会 部活動見学会

夏の学校見学会

夜の進学説明会 入試説明会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※6月から8月までの予定です。詳細及び9月以降の予定につきましては、各校にお問い合わせください。
学校説明会関係行事のご案内

全体会　10：50▶12：10

令和4年7月23日（土） 10時30分〜16時15分
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口から徒歩5分）
一般：5,000円 本学卒業生：4,000円 在学生：2,500円

（通信生含む）480名　※定員になり次第、締切とさせていただきます。

●講師プロフィール：
1961年東京都生まれ。

（財）日本自然保護協会 自然観察指導員、
東京都鳥獣保護員など様々な立場で自然解説活動を展開した後、「プロ・ナチュラリスト® 佐々木洋事務所」を
設立。生きもの専門クリエイター集団「あにまにあ」リーダー。「自然の面白さや大切さを多くの人と分かち合い、
そのことを通して自然を守っていきたい」という思いのもとに30 年以上にわたって、自然観察指導、自然に関す
る執筆・写真撮影、講演会、TV・ラジオ番組、Webサイトの出演・企画・監修、エコロジーツアー・イベントの企画・
ガイド等を通して自然に触れ合う機会を提供している。豊富な知識、ユーモアあふれる話術、数々のオリジナル・
プログラムなどで幅広いファン層を持つ。とくに幼児や児童とその母親には、絶大なる支持を得ている。現在ま
で、自然観察会などの参加人数は延べ 37 万人にも及ぶ。近年は、新人プロ・ナチュラリスト® の養成にも力を注
いでいる。
●TV出演：テレビ東京「緊急 SOS！池の水ぜんぶ抜く大作戦」、 NHK 総合「ダーウィンが来た！」、
　　　　　　NHK 総合「クローズアップ現代」、 NHK 総合「助けて！きわめびと」他多数
●著書：『ナンコレ生物図鑑』（旬報社）、 『となりのミステリー生物ずかん』（時事通信社）、
　　　　『それいけ！ネイチャー刑事1～3』（講談社）他多数

令和4年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程

　SEITOKU夏期保育大学は、幼稚園教諭、保育士、保育に関心のある皆さまを対象とし
て毎年夏に開催している恒例行事です。今年は「幼児教育・保育で取り組みたいSDGs」
を総合テーマに、プロ・ナチュラリスト® 佐々木洋先生による講演のあとに、現場で役立つ
10テーマの分科会を予定しています。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

〈総合テーマ〉  幼児教育・保育で取り組みたいSDGs幼児教育・保育で取り組みたいSDGs

資料請求
・

お問い合わせ 
〒271-0092　千葉県松戸市松戸1169 聖徳大学10号館
 聖徳大学生涯学習課　Tel. 047-365-3601（直通）

URL https: //www.seitoku. jp/soa/検索

来校型・オンライン配信型

▶6月18日［土］
9：30～11：30

▶7月30日［土］ 午前 ▶8月20日［土］ 午前▶7月9日［土］
9：30～11：30

▶6月25日［土］
14：00～

▶8月11日［木・祝］ 午前

【WEB配信】オンライン入学説明会

【WEB配信】オンライン公認心理師入学説明会

【WEB配信】オンライン社会福祉士・精神保健福祉士入学説明会

学校説明会	【予約制】 わくわく

ショート

▶6月18日［土］ ▶7月23日［土］ ▶8月20日［土］
【午前の部】10：00～11：30
【午後の部】14：45～16：00

【午前の部】10：00～12：10
【午後の部】14：45～16：00

【午前の部】10：00～12：10
【午後の部】14：45～16：00

▶6月12日［日］ 13：00～13：45

▶6月11日［土］ 13：00～15：00

▶6月11日［土］ 13：00～15：00

▶6月25日［土］ 13：00～14：10

▶7月17日［日］ 13：00～13：45

▶7月30日［土］ 13：00～15：00

▶7月30日［土］ 13：00～15：00

▶7月30日［土］ 13：00～14：10

▶8月14日［日］ 13：00～13：45

▶8月28日［日］　11：00～12：10

▶8月20日［土］　13：00～14：10

▶6月4日［土］ 10：00～15：00
▶6月5日［日］ 10：00～15：00
▶6月18日［土］10：00～15：00
▶6月19日［日］10：00～15：00
▶6月26日［日］10：00～15：00

▶7月2日［土］ 10：00～15：00
▶7月3日［日］ 10：00～15：00
▶7月9日［土］ 10：00～15：00
▶7月10日［日］10：00～15：00
▶7月16日［土］10：00～15：00
▶7月23日［土］10：00～15：00

▶7月24日［日］10：00～15：00
▶7月31日［日］10：00～15：00
▶8月6日［土］ 10：00～15：00
▶8月7日［日］ 10：00～15：00
▶8月21日［日］10：00～15：00
▶8月27日［土］10：00～15：00

▶6月19日［日］
▶7月3日［日］

▶7月17日［日］
▶8月7日［日］

▶8月21日［日］

【予約制】

身近に小さな自然を見つけよう
―SDGsへの入り口

講演

● 日　時：
● 場　所：
● 受講料：
● 定　員：

★現場で役立つ10のテーマ★

オンライン入学個別相談【予約制】

聖徳大学短期大学部

児童学科・教育学科

ホームページ〈入学説明会ページ〉よりご予約ください。　http ://www.seitoku. jp/tk/event.php

　天然の冷風を利用したカイコの卵（蚕種）の貯蔵所跡で、2014年に「富岡製糸場と絹
産業遺産群」の構成資産の一つとして世界文化遺産に登録されました。明治38年（1905
年）から昭和13年（1938年）頃にかけて稼働し、全国から蚕種を預かり貯蔵して、卵が
かえる時期を調整することによって絹の原料である繭の増産に貢献しました。
　現在でも岩の隙間から吹き出す冷風を感じることができ、時期によっては白雲の流
れを見ることができます。下仁田町歴史館では荒船風穴の資料を多数展示しており、
見学料が荒船風穴とセットで割引になりますので、ぜひお立ち寄りください。

分科会　13：30▶16：15

第１
分科会

園庭環境を豊かに
［講師］
聖徳大学大学院教職研究科教授　　重安　智子
聖徳大学短期大学部保育科教授　　古川　由紀子

第2
分科会

体を動かして楽しむ
［講師］
聖徳大学短期大学部保育科教授　　櫻木　真智子
聖徳大学短期大学部保育科教授　　岸田　眞弓

第3
分科会

アートで遊ぶ
［講師］
聖徳大学教育学部児童学科教授　　大成　哲雄
聖徳大学短期大学部保育科准教授　北沢　昌代

第4
分科会

〈つなぎを創る〉
絵本から遊びへ

［講師］
聖徳大学大学院教職研究科教授　　藪中　征代

第5
分科会

音を探す・音を創る
［講師］
聖徳大学教育学部児童学科教授　　住江　一郎
聖徳大学教育学部児童学科准教授　関口　明子

第6
分科会

イメージを探す・歌で表現する
［講師］
聖徳大学短期大学部保育科准教授　春日　保人
聖徳大学短期大学部保育科講師　　森岡　紘子

第7
分科会

人形で遊ぶ
［講師］
聖徳大学短期大学部保育科准教授　掃守　純一郎

第8
分科会

赤ちゃんからの非認知能力
― アタッチメントを育む保育実践 ―

［講師］
聖徳大学教育学部児童学科准教授　深津　さよこ
聖徳大学教育学部児童学科准教授　齋藤　有

第9
分科会

小学校への接続に向けた
「気になる子」の保育

［講師］
聖徳大学教育学部児童学科教授　　東原　文子
聖徳大学大学院教職研究科教授　　腰川　一惠

第10
分科会

コミュニケーションと
保護者支援

［講師］
聖徳大学教育学部児童学科教授　　沢崎　真史

■ 光英VERITAS中学校・高等学校（共学） ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

▶6月25日［土］9：30～11：30

▶6月18日［土］10：00～
▶7月2日［土］10：00～
▶7月30日［土］10：00～

▶6月16日［木］18：00～
▶7月7日［木］18：00～
▶8月2日［火］18：00～

▶6月4日［土］10：00～
▶7月16日［土］10：00～

▶6月26日［日］10：00～
▶8月7日［日］10：00～
▶8月20日［土］10：00～
▶8月28日［日］10：00～

▶7月18日［月・祝］9：30～11：30
▶8月7日［日］9：30～11：30
▶8月28日［日］9：30～11：30

▶6月18日［土］9：30～11：30
▶7月31日［日］9：30～11：30
▶8月11日［木・祝］9：30～11：30
▶8月28日［日］13：30～15：30

長野県佐久市
春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www. kasuganomori.com/

所 在 地：群馬県甘楽郡下仁田町大字南野牧甲10690-2
見学時間：9：30〜16：00 （12月1日～3月31日は冬季閉鎖）

見 学 料：一般500円、 高校生以下無料
問 合 せ：0274-82-5345 （下仁田町歴史館）

世界文化遺産 「荒船風穴」

画像提供·下仁田町歴史館

開催日 時間 場所

6月4日（土） 13：00 【第49回】 北海道支部総会・保護者会 札幌 ・ 札幌グランドホテル

9月4日（日） 12：30 【第51回】 新潟地区支部総会・保護者会 新潟 ・ 万代シルバーホテル

9月11日（日） 12：30 【第43回】 東北（南）支部総会・保護者会 郡山 ・ ビューホテルアネックス

10月2日（日） 12：30 【第25回】 静岡県支部総会・保護者会 静岡 ・ ホテルアソシア静岡

10月9日（日） 12：30 【第50回】 東北（北）支部総会・保護者会 仙台 ・ 仙台ガーデンパレス

10月16日（日） 12：30 【第43回】 甲信地区支部総会・保護者会 甲府 ・ 談露館

10月23日（日） 12：30 【第52回】 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇 ・ ホテルJALシティ那覇

10月30日（日） 12：30 【第47回】 北関東支部総会・保護者会 大宮 ・ JA共済埼玉ビル

11月6日（日） 12：30
【第51回】 茨城県支部総会・保護者会

聖徳大学
【第45回】 東京地区支部総会・保護者会

11月27日（日） 12：30 【第47回】 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

プロ・ナチュラリスト®

佐々木 洋先生
講師

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症（（COVIDCOVID--1919））の感染拡大が懸念されています。の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

第第5555回回SEITOKUSEITOKU夏期保育大学夏期保育大学77月月2323日日（（土土））開催開催


